
町
は
黒
字
？ 

赤
字
？ 

決
算
の
読
み
か
た

金（
６
億
７
４
４
７
万
円
で
１
億
６
７

９
７
万
円
増
）、
繰
越
金（
３
億
６
５

２
２
万
円
で
２
億
１
５
２
２
万
円
増
）

あ
た
り
で
す
。
地
方
交
付
税
は
人
口
増

に
合
わ
せ
て
必
要
額
の
査
定
が
大
き
く

な
っ
た
の
に
加
え
、
企
画
財
政
課
の
努

力
・
工
夫
に
よ
り
特
別
交
付
税
が
増
え

た
の
が
要
因
で
す
。
財
産
収
入
は
旧
役

場
跡
地
の
売
却
に
よ
り
ま
す
。
寄
附
金

は
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
、
繰
越
金
は

前
年
度
の
黒
字
額
が
大
き
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
増
え
ま
し
た
。

　
歳
出
で
、
不
用
額
が
大
き
か
っ
た
の

は
総
務
費（
６
８
５
８
万
円
）、
民
生

費（
９
４
３
４
万
円
）、
衛
生
費（
１
億

５
５
１
万
円
）、
土
木
費（
７
４
５
１

万
円
）あ
た
り
で
す
。
全
体
に
予
定
よ

り
人
件
費
、
光
熱
水
費
が
抑
え
ら
れ
た

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
特
に
光
熱
水
費
は

電
気
料
金
の
高
騰
を
見
込
ん
で
お
り
ま

運
営
は
安
定
し
ま
す
。
で
す
が
、
黒
字

額
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
本
来
は
そ
の
年

度
中
も
っ
と
多
く
の
事
業
が
で
き
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
た
は
ず
、

と
も
言
え
ま
す
。
基
金
を
貯
め
る
こ
と

自
体
は
目
的
で
は
な
く
、
将
来
町
民
の

お
役
に
立
つ
手
段
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

歳
入
増
、
歳
出
減
が

　
　
　
　
　
ダ
ブ
ル
で
貢
献

　
さ
て
、
黒
字
額
が
大
き
く
な
る
に
は
、

歳
入
が
予
算
よ
り
増
え
る
か
、
歳
出
で

「
不
用
額
」が
多
く
出
る
か
の
い
ず
れ
か

と
な
り
ま
す
。
歳
入
・
歳
出
の
両
方
を

も
う
少
し
細
か
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
歳
入
で
、
年
度
当
初
予
算
か
ら
大
き

く
上
振
れ
た
の
は
、
地
方
交
付
税（
１

５
億
５
３
３
７
万
円
で
１
億
８
３
７
万

円
増
）、
財
産
収
入（
２
億
３
６
５
０

万
円
で
２
億
２
１
１
万
円
増
）、
寄
附

の
う
ち
、
翌
年
度
で
あ
る
令
和
６
年
度

に
工
事
等
を
先
送
り
し
た「
繰
越
明
許

費
」が
１
億
６
０
５
５
万
円
あ
る
こ
と

か
ら
、
先
ほ
ど
の
単
純
な
差
引
額
か
ら

引
い
た
金
額
は
３
億
８
８
４
６
万
円
と

な
り
ま
す
。
こ
の
金
額
が
、
令
和
５
年

度
の
結
果
的
な「
黒
字
額
」と
な
り
ま
す
。

財
政
規
模
か
ら
す
る
と
こ
の
黒
字
額
は

妥
当
を
超
え
良
好
と
い
え
る
か
と
存
じ

ま
す
。
地
方
財
政
法
第
７
条
の
規
定
に

よ
り
こ
の
う
ち
半
分
以
上
財
政
調
整
基

金
に
積
む
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
２
億
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み

ま
し
た
。
残
り
は
令
和
６
年
度
一
般
会

計
へ
の
繰
越
金
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
、
先
ほ
ど
述
べ
た
黒
字
額
、
大

き
け
れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
そ
れ
ほ
ど

単
純
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
黒
字
額

が
大
き
い
ほ
ど
次
年
度
以
降
使
え
る
お

金
が
増
え
ま
す
の
で
、
中
長
期
の
財
政

　
こ
の
講
座
で
は
初
回
か
ら
第
５
回
ま

で
、
町
債
と
基
金
と
い
う
、
過
去
か
ら

積
み
上
げ
て
き
た
数
字
に
関
し
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
、
単
年

度
の
お
金
の
流
れ
に
話
題
を
移
し
ま
す
。

今
回
は
、
単
年
度
予
算
に
お
け
る
黒
字
、

赤
字
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
で
お
認
め

い
た
だ
い
た
令
和
５
年
度
決
算
を
通
し

て
読
み
解
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11
月
号
に
決
算
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

※
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
の
た
め
細
か

い
数
値
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

「
黒
字
」は
約
３
億
９
千
万
円

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
は
、
歳
入
が

90
億
１
３
４
１
万
円
、
歳
出
が
84
億
６

４
３
９
万
円
で
、
単
純
な
差
引
額
が
５

億
４
９
０
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

し
た
が
国
の
補
助
金
が
継
続
す
る
な
ど

で
そ
こ
ま
で
で
は
な
か
っ
た
の
が
要
因

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
土
木
費
で
は

工
事
請
負
業
者
の
入
札
に
よ
り
予
算
よ

り
も
金
額
が
小
さ
く
な
る「
入
札
差
金
」

が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
単
に
黒
字
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
ど

の
部
分
で
黒
字
が
増
え
た
の
か
分
析
す

る
こ
と
が
次
年
度
以
降
の
財
政
運
営
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
、「『
儲
か
る
町
』は
何
が
違

う
？
」と
題
し
、
地
方
交
付
税
の
仕
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

今
回
の
結
論

 

健
全
な
黒
字
を
キ
ー
プ

過去の講座は
こちらより

ご覧いただけます

歳　　入 当初予算額 決算額

地方交付税 14億4,500万円 15億5,337万円

財 産 収 入 3,439万円 2億3,650万円

寄　附　金 5億650万円 6億7447万円

繰　越　金 1億5,000万円 3億6,522万円

その他含む総計 74億8,275万円 90億1,341万円

歳　　出 予算現額 支払済額 不用額

総　務　費 17億1,727万円 16億336万円 6,858万円

民　生　費 25億5,882万円 24億5,839万円 9,434万円

衛　生　費 5億9,208万円 4億8,605万円 1億551万円

土　木　費 20億5,736万円 15億8,868万円 7,451万円

その他含む総計 95億14万円 84億6,439万円 4億9,636万円

単年度黒字の要因となる、歳入の上振れ・歳出の下振れ例（令和５年度一般会計予算）

※予算現額と支払済額の差が不用額と一致しないのは、繰越明許費があるため

町長財政講座8
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